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◆
認
知
症
高
齢
者
等
の
増
加

　

本
県
の
高
齢
化
率
は
31
．
４
％
と
全

国
一
高
く
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
高

齢
化
に
伴
い
、
今
後
ま
す
ま
す
認
知
症

高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
や
知
的

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
あ
り
方
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
「
社
協
」）
が
実
施
し
て
い
る
「
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
）」
を
は
じ
め
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
推
進
が
今
後
の
支
援
策

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
一
年
間
の
秋
田
家
庭

裁
判
所
へ
の
市
町
村
長
申
立
件
数
は
、

わ
ず
か
11
件
と
全
国
で
も
二
番
目
に
少

な
い
申
立
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

◆
成
年
後
見
制
度
の
課
題

　

そ
こ
で
、
本
県
の
成
年
後
見
制
度
に

関
す
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
共
通
認

識
を
図
る
た
め
、
秋
田
家
庭
裁
判
所
や

後
見
受
任
団
体
、
行
政
、
社
協
等
関
係

者
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

そ
の
な
か
で
、弁
護
士
や
司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
等
の
専
門
後
見
人
一
人
あ

た
り
が
担
え
る
件
数
や
内
容
に
限
界
が

あ
る
こ
と
、
低
所
得
者
や
身
寄
り
の
な

い
方
な
ど
へ
の
後
見
受
任
の
あ
り
方
、

４
親
等
以
内
の
親
族
を
探
し
て
の
意
思

確
認
な
ど
手
続
き
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用

者
で
契
約
行
為
が
で
き
な
く
な
っ
た
方

の
成
年
後
見
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
を

含
め
、
相
談
か
ら
利
用
に
向
け
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
必
要
性
な
ど
が
課

題
と
し
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
県
の
成
年

後
見
制
度
の
利
用
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、「
成
年
後
見
制
度
等
あ
り
方
検
討

委
員
会
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」）」
を

設
置
し
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
意

識
・
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
調
査
の
概
要

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

日
常
生
活
や
金
銭
管
理
に
関
す
る
実

態
・
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
県
内
市

町
村
社
協
に
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
各
市
町
村
内
の
対
象
者
の
選

定
と
、
世
帯
を
訪
問
し
て
の
聞
き
取
り

に
よ
り
、
５
３
３
世
帯
か
ら
の
回
答
を

得
ま
し
た
。（
表
｜
１
）

◆
認
知
症
高
齢
者
の
権
利
侵
害
も

　

対
象
者
の
77
．
１
％
が
女
性
で
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
が
48
．

４
％
と
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
14
．
８
％
の
方
が
認
知
症
と
診
断

さ
れ
て
お
り
、「
金
融
機
関
に
行
け
な

い
」「
銀
行
で
の
手
続
き
方
法
が
わ
か

ら
な
い
」「
家
族
等
が
管
理
し
自
由
に

使
え
な
い
」
な
ど
支
障
を
き
た
し
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
通
帳
や

印
鑑
等
を
紛
失
す
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、

悪
質
商
法
や
詐
欺
の
被
害
に
遭
う
危
険

性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
が
頼
り

　

一
方
で
、
何
か
困
っ
た
時
の
相
談
相

手
や
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
頼

り
た
い
の
は
「
子
（
子
の
配
偶
者
）」

が
最
も
多
く
、
と
も
に
60
％
を
越
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
親
族
よ
り

も
「
友
人
・
知
人
」
や
「
民
生
委
員
」

な
ど
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
も
近
く
の
他

人
」
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
る
状
況
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
町
村

社
協
が
聞
き
取
り
し
た
こ
と
も
影
響
し

調査対象・回収状況（表－１）

※一部の市からの回答数が調査対象数を上回った
　ため、533世帯を100％とした。

秋田市

その他
の市

町　村

合　計

50世帯

360世帯
（30世帯×12市）

120世帯
（10世帯×12町村）

530世帯

50世帯

363世帯

120世帯

533世帯

100％

調査対象数 回収数 回収率

100％

100％

100％

しししししししててててててててて成年後見制度等の円滑な利用をめざして成年後見制度等の円滑な利用をめざして

　本会に設置している秋田県地域福祉推進委員会では、成年後見制度の円滑な利用と推進の
ため、「成年後見制度等あり方検討委員会」を設置し、成年後見制度の利用実態と今後の推
進方策等について調査研究を行いました。
　調査結果等を踏まえ、社会福祉協議会による総合的な権利擁護支援体制の構築など今後の
推進方策をまとめました。

成年後見制度等の円滑な利用をめざして
～成年後見制度等あり方検討委員会の取り組み～

調
査
の
背
景

意
識
調
査
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て
か
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
ほ
か
社
協
自
体
に
期
待
す
る
方
も
多

く
、
地
域
福
祉
の
推
進
機
関
と
し
て
の

機
能
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
低
い
認
知
度

　

成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
る
の
は

わ
ず
か
11
．６
％
で
、名
称
さ
え
も
知
ら

な
い
方
が
67
．５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
興
味
を
持
っ
た
り
、

親
族
に
頼
む
な
ど
の
行
為
に
つ
な
が
る

た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
自
体
を

必
要
と
感
じ
て
い
な
い
方
が
多
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

◆
調
査
の
概
要

　

高
齢
者
及
び
障
害
者
支
援
施
設
・
事

業
所
の
利
用
者
の
う
ち
、
認
知
症
や
知

的
障
害
等
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下

し
、
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
べ
き
方

の
割
合
や
実
際
の
利
用
状
況
、
金
銭
管

理
、
生
活
上
の
課
題
等
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
施
設
・
事
業
所
に
調
査
を

依
頼
し
ま
し
た
。（
表
｜
２
）

　

ま
た
、
県
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

件
数
や
そ
の
後
の
利
用
状
況
、
金
銭
管

理
や
生
活
上
の
課
題
等
の
実
態
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
町
村
の
「
成
年
後
見
制

度
利
用
支
援
事
業
」
の
現
況
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。（
表

｜
２
）

◆
７
〜
９
割
が
対
象
者

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
、小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
利
用
者
の

う
ち
、
実
に
89
．
６
％
が
認
知
症
等
に

よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
で
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
支
援
施
設
の
生
活
介

護
事
業
所
、就
労
継
続
支
援
事
業
所
Ａ
・

Ｂ
型
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
の
う
ち
、
73
．
７
％
が
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

保
持
者
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
施
設
等
利
用
者
（
未
成
年

以
外
）
に
も
、成
年
後
見
制
度
（
後
見
・

保
佐
・
補
助
の
い
ず
れ
か
）
の
利
用
が

望
ま
れ
ま
す
が
、
実
際
に
利
用
し
て
い

る
の
は
高
齢
者
で
わ
ず
か
１
．３
％
、

障
害
者
で
も
２
．４
％
と
い
う
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。（
表
｜
３
・
４
）

　

一
方
、
約
98
％
の
利
用
者
が
成
年
後

見
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
最
も

多
い
の
が
「
家
族
・
親
族
に
申
立
の
意

思
が
な
い
」
で
、「
申
立
の
意
思
の
あ

る
人
が
い
な
い
」
を
合
わ
せ
る
と
高
齢

者
で
81
．
７
％
、障
害
者
で
も
68
．
２
％

に
及
び
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
身
元
引
受
人
や
家

族
・
親
族
が
い
る
た
め
、
何
か
あ
れ
ば

対
応
し
て
く
れ
る
と
の
考
え
が
あ
る
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
金

銭
管
理
を
委
託
し
て
い
た
り
、
家
族
等

の
意
思
確
認
を
し
て
い
な
い
な
ど
の
実
態

も
多
く
、
現
在
特
に
問
題
が
な
い
た
め

成
年
後
見
制
度
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
｜
１
）

調査対象・回収状況（表－２）

※就労事業所のうち、生活介護事業所に含まれるものは除く

①高齢者施設・事業所
　特別養護老人ホーム
　認知症対応型共同生活介護事業所
　小規模多機能型居宅介護事業所
　　　　　　 合　計
②障害者支援施設・事業所
　生活介護事業所
　就労継続支援事業所（A・B型）
　地域活動支援センター
　　　　　　 合　計

③地域包括支援センター
④市町村

調査対象数
110か所
180か所
62か所
352か所

調査対象数
120か所
50か所
12か所
182か所

調査対象数
46か所
25か所

回収数　
94か所
138か所
48か所
280か所
回収数　
103か所
36か所
７か所
146か所
回収数　
40か所
15か所

回収率　
85.5％
76.7％
77.4％
79.5％
回収率　
85.8％
72.0％
58.3％
80.2％
回収率　
87.0％
60.0％

高齢者施設・事業所の利用者・制度の対象者・制度の利用者数（表－３）

特別養護老人ホーム
認知症対応型共同生活介護事業所
小規模多機能型居宅介護事業所
　　　　　　合　計

5,467人
1,690人
903人
8,060人

4,953人（90.6％）
1,690人（100％）
579人（64.1％）
7,222人（89.6％）

60人（1.2％）
24人（1.4％）
7人（1.2％）
91人（1.3％）

高齢者施設・事業所 利用者数 対象者数（％） 制度の利用者数（％）

障害者支援施設・事業所の利用者・制度の対象者・制度の利用者数（表－４）

図－１ 制度を利用しない理由

生活介護事業所
就労継続支援事業所（A・B型）
地域活動支援センター
　　　　　　合　計

5,092人
1,025人
99人

6,216人

3,676人（72.2％）
827人（80.7％）
81人（81.8％）

4,584人（73.7％）

106人（2.9％）
3人（0.4％）
1人（1.2％）
110人（2.4％）

障害者支援施設・事業所 利用者数 対象者数（％） 制度の利用者数（％）

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

A 0.8%
B 13.5%

C 0.3% D 68.2%

E 7.3%
F 9.9%

A 3.4%
B 18.4%

C 0.7%
D 49.8%

E 6.2%
F 21.4%

高齢者施設等

障害者施設等

A 0.8%
B 13.5%

C 0.3% D 68.2%

E 7.3%
F 9.9%

A 3.4%
B 18.4%

C 0.7%
D 49.8%

E 6.2%
F 21.4%

高齢者
施設等

障害者
施設等

A日常生活自立支援事業を利用　B申立の意思のある人がいない
C費用が高い　D家族・親族に申立の意思なし　
E制度の内容を理解していない　Fその他

実
態
調
査
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◆
相
談
か
ら
利
用
に
至
ら
な
い

　

平
成
23
年
度
中
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
成
年
後
見
制
度

に
関
す
る
相
談
件
数
１
１
１
件
の
う

ち
、
実
際
に
制
度
を
利
用
し
て
い
る
、

あ
る
い
は
利
用
に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス

は
わ
ず
か
12
件
（
10
．
８
％
）
で
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
利
用
」
が
多
く
、
成

年
後
見
制
度
の
「
保
佐
」「
補
助
」
に

該
当
す
る
比
較
的
軽
度
な
方
に
つ
い
て

は
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
日
常

金
銭
管
理
等
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
施
設
・
事
業
所
と
同
様
に

親
族
等
が
い
る
た
め
「
家
族
・
親
族
を

含
む
申
立
の
意
思
が
あ
る
人
が
い
な

い
」
ケ
ー
ス
が
多
い
ほ
か
、「
費
用
が

高
い
」
こ
と
も
制
度
利
用
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
｜
２
・
３
）

 

◆
市
町
村
の
実
態
も
様
々

　

平
成
22
年
12
月
の
障
害
者
自
立
支
援

法
改
正
（
つ
な
ぎ
法
）
に
伴
い
、
市
町

村
に
よ
る
「
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

事
業
」
が
必
須
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
身
寄
り
が
な
い
な
ど

原
則
と
し
て
２
親
等
以
内
の
親
族
等
に

よ
る
申
立
て
が
難
し
い
場
合
に
は
、
市

町
村
長
が
代
わ
っ
て
申
立
て
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
の
費
用
や
後
見
人
等
へ
の

報
酬
も
助
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
回
答
の
あ
っ
た
15
市
町
村

の
う
ち
、
市
町
村
長
申
立
の
予
算
措
置

を
行
っ
て
い
る
の
は
11
市
町
村
で
、
後

見
報
酬
の
助
成
額
も
様
々
で
す
。

　

ま
た
、
３
年
間
の
実
績
を
み
る
と
市

町
村
長
申
立
が
14
件
、
後
見
報
酬
助
成

は
２
件
で
、
そ
れ
も
ご
く
一
部
の
市
町

村
に
偏
っ
て
い
る
状
況
で
す
。（
表
｜

５
）

　

さ
ら
に
、
市
町
村
長
申
立
が
必
要
な

場
合
の
基
準
に
つ
い
て
も
、
意
思
確
認

を
必
要
と
す
る
親
族
等
の
範
囲
が
２
親

等
以
内
、
４
親
等
以
内
と
異
な
り
、
市

町
村
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。（
表

｜
６
）

❶「
無
権
代
理
」
の
認
識

　

民
法
８
５
９
条
で
は
、
被
後
見
人
の

財
産
管
理
と
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為

を
行
う
法
定
代
理
人
と
し
て
、
後
見
人

に
「
代
理
権
」
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
人
か
ら
代
理
を
依

頼
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
法
定
代

理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
家
族
や
身

元
引
受
人
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
法

律
行
為
を
行
う
こ
と
は
、
民
法
第
１
１

３
条
に
定
め
る
「
無
権
代
理
」
に
あ
た

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
族
・
親
族
は
も
ち
ろ
ん

施
設
関
係
者
の
意
識
に
も
、
判
断
能
力

が
低
下
し
て
い
る
利
用
者
に
家
族
・
親

族
や
身
元
引
受
人
が
い
る
場
合
は
、
必

ず
し
も
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
必

要
が
な
い
と
認
識
し
て
い
る
実
態
が
多

く
あ
り
ま
す
。

❷
手
続
き
・
費
用
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

　

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
手
続
き
が

煩
雑
と
の
回
答
が
多
く
、
申
立
を
行
う

た
め
２
〜
４
親
等
以
内
の
親
族
を
探
す

こ
と
や
申
立
書
類
の
作
成
、
後
見
人
の

選
任
、
費
用
負
担
な
ど
具
体
的
な
流
れ

や
仕
組
み
に
関
す
る
理
解
不
足
か
ら
否

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
手
続
き
費
用
や
後
見
報
酬
が
高

額
と
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、「
成

年
後
見
関
係
事
件
の
概
況
（
最
高
裁
判

所
発
表
）」
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間

に
全
国
で
「
鑑
定
（
必
要
に
応
じ
て
本

人
の
判
断
能
力
を
医
学
的
に
確
認
す

る
）」
が
行
わ
れ
た
の
は
10
．
７
％
で

あ
り
、
費
用
は
概
ね
５
〜
10
万
円
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
鑑
定
を

必
要
と
し
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、
２
万
円

表－５　３年間の実績

図－２ 相談件数のうち利用状況

図－３ 制度を利用しない理由

H21 H22 H23
市町村長申立件数
後見等報酬助成件数

７
０

３
１

４
１

表－６　市町村長申立の基準
回答数（％）

２親等以内
４親等以内
無　回　答

７（53.8％）
５（38.5％）
１（ 7.7％）

利用している
10.8％

わからない
21.6％

利用していない
67.6％

日常生活自立支援
事業を利用　27.3%

申立の
意思の
ある人
がいな
い　4.5%

費用が高い
　　　9.1%家族・親族に

申立の意思なし
　　　　9.1%

制度の内容を
理解していない
　　　　　18.2%

詳細を把握
していない
　　　4.5%

その他　27.3%

調
査
か
ら
み
え
た
課
題
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程
度
の
費
用
で
済
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
態
が
施
設
関
係
者
に
も

十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
成
年
後
見
制
度
の
利

用
が
進
ま
な
い
大
き
な
要
因
の
一
つ
だ

と
考
え
ま
す
。

❸
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
可
能
で

も
、
手
続
き
方
法
や
費
用
負
担
な
ど
具

体
的
な
進
め
方
が
十
分
啓
発
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
利
用
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
相
当
数
あ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
ケ
ー
ス
か
ら

も
、
次
の
段
階
へ
進
む
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
施

設
等
利
用
者
の
判
断
能
力
低
下
な
ど
に

伴
う
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
新
規

利
用
や
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
か

ら
成
年
後
見
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

❹
権
利
擁
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
は
、
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
の
拡
充
が
必

要
で
す
。

　

今
回
の
意
識
調
査
で
は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
84
．
８
％
が
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
で
あ
り
、
今
後
の
高
齢
化

に
伴
い
判
断
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
国
的
に
生
活
保
護
受

な
り
ま
す
。

　

支
援
体
制
の
実
現
に
は
、
何
よ
り
も

市
町
村
行
政
の
協
力
と
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
県
・
市
町
村
を
は
じ
め

関
係
機
関
・
団
体
等
へ
の
提
言
・
要
望

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

給
者
が
年
々
増
大
し
て
い
る
な
か
で
、

身
寄
り
が
な
く
、
市
町
村
長
申
立
の
基

準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
適
切
か
つ
迅

速
に
申
立
を
行
う
た
め
の
体
制
・
環
境

の
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

　

ま
た
、成
年
後
見
制
度
の「
保
佐
」「
補

助
」
に
該
当
す
る
比
較
的
軽
度
な
方
へ

の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
を
担
う

基
幹
的
社
協
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

の
設
置
は
６
市
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ほ

か
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
専
門

員
一
人
あ
た
り
の
担
当
件
数
35
件
を
超

過
し
て
い
る
実
態
な
ど
か
ら
、
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
で
す
。

①
成
年
後
見
制
度
等
の
普
及
・
啓
発

　

成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
権
利
擁
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
施
設
・
事
業
所

の
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、家
族
や
親
族
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
関
係
者
も
含

め
、
広
く
県
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、関
係
者
が
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
普
及・啓
発
に
努
め
、県
民
の
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
の
創
設

　

昨
年
10
月
に
示
さ
れ
た
「
社
協
・
生

活
支
援
活
動
強
化
方
針
」で
は
、市
町
村

に
お
け
る
総
合
相
談
・
支
援
体
制
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
近
年
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
生
活
困
窮
者
対
策
の

一
つ
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
成

年
後
見
制
度
を
含
む

権
利
擁
護
全
般
の
相

談
対
応
と
、
利
用
に

向
け
た
支
援
を
一
体

的
に
進
め
る
た
め
、

行
政
と
連
携
し
た
広

域
的
な
セ
ン
タ
ー
機

能
の
創
設
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
成
年
後
見
受

任
団
体
等
と
連
携
し

た
成
年
後
見
制
度
利

用
に
向
け
た
申
立
て

等
の
支
援
や
、
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業

か
ら
の
円
滑
な
移
行

手
続
き
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
法
人
後

見
機
能
を
追
加
す
る

こ
と
で
、
身
上
監
護

を
中
心
と
す
る
広
域

的
な
支
援
も
可
能
と

県 民

社会福祉施設・事業所

○市町村

○地域包括支援センター

○基幹相談支援センター

権利擁護・成年後見
サポートセンター（仮称）

基幹的社会福祉協議会 
・専門員（CSW） 

町村社会福祉協議会 
・生活支援員、後見支援員（CSW）

県
福
祉
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

家
庭
裁
判
所

精
神
保
健
福
祉
士
協
会

社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

東
北
税
理
士
会
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ
秋
田

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
部

秋
田
弁
護
士
会

秋田県における成年後見制度等の推進体制イメージ（案） 

権
利
擁
護
体
制
構
築
に
向
け
て
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◎
大
館
市
社
協
の
対
応

　

行
政
、
消
防
、
町
内
会
、
社
協
で
被

災
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
８
月

10
日
に
「
大
館
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
11
日
か
ら
大
館

市
内
の
住
民
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
チ
ラ
シ
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
、
被
災
地
域
の
町
内
会
等
と
調
整
し

な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
開

始
。

　

派
遣
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
浸
水

し
た
家
具
や
畳
等
の
搬
出
、
室
内
の
掃

除
、
自
宅
周
辺
の
消
毒
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
町
内
会
単
位
で
住
民
が

協
力
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
ニ
ー
ズ

の
減
少
に
伴
い
、
18
日
に
閉
所
し
、
以

降
は
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
被
災
者
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

◎
鹿
角
市
社
協
の
対
応

　

行
政
な
ど
と
被
害
状
況
等
を
把
握

し
、
８
月
12
日
に
「
鹿
角
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
13
日

か
ら
鹿
角
市
内
の
住
民
を
対
象
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
・
派
遣
を
開
始
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
は
、
浸

水
し
た
家
屋
の
泥
出
し
、
家
具
や
畳
等

の
搬
出
、
室
内
等
の
洗
浄
が
主
な
活
動

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
協
職
員
が
ニ
ー
ズ
調
査
や

状
況
調
査
、
現
場
確
認
、
活
動
調
整
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
ニ
ー
ズ
の
減
少
に
伴
い
、

８
月
30
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
閉
所
し
、
以
降
は
通
常
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
被
災
者

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

◎
仙
北
市
社
協
の
対
応

　

土
石
流
の
発
生
に
よ
り
、
８
月
９
日

か
ら
14
日
ま
で
、
避
難
所
へ
避
難
さ
れ 崩壊した道路（大館市）

鹿角青年会議所による活動

◎
大
館
市
社
協
の
対
応

被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の

　
　
　
　
　
　

各
社
協
の
対
応

被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の

　
　
　
　
　
　

各
社
協
の
対
応

　

平
成
25
年
８
月
９
日
に
発
生
し
た
大
雨

は
、
県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
被
害
が
大
き
か
っ
た
大
館
市
、
鹿
角

市
で
は
地
元
社
協
が「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
。
ま
た
、
土
石
流
が
発
生
し
た
仙
北
市
の

社
協
は
、
避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
方
々
へ
の

支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

秋
田
県
社
協
で
も
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
、
被
害
状

況
の
把
握
や
情
報
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の

　
　
　
　
　
　

各
社
協
の
対
応

これまで経験のない大雨が県内で発生！これまで経験のない大雨が県内で発生！
～災害ボランティアセンター、被災者ニーズに対応～



７

社会福祉あきた№327

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
団
体
と
し
て
、被
災
地
域
の
復

興
、被
災
さ
れ
た
方
の
生
活
支
援
や
自
立

に
向
け
た
支
援
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
に
お
け
る
経
験
を
踏
ま

え
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
職
員
体
制
、
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
セ
ン

タ
ー
の
運
営
、
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方

の
生
活
支
援
に
向
け
て
、
引
き
続
き
県

社
協
と
し
て
も
取
り
組
み
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

と
も
に
、
沼
館
地
区
の
町
内
会
長
に
被

害
の
状
況
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支

援
の
必
要
性
な
ど
を
聴
取
し
ま
し
た
。

12
日
か
ら
は
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
大
館
市
、
鹿
角
市
、
仙
北
市
の
状
況

把
握
に
努
め
、
大
館
市
社
協
、
鹿
角
市

社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
報
告
（
日
報
）
を
基
に
、
県
社
協

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
と
し
て
、
県

や
県
内
市
町
村
社
協
及
び
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、「
全
社
協
」
と
い

う
。）
や
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
で
あ
る
宮

城
県
社
協
に
情
報
提
供
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
県
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
掲
載
し
、

広
く
情
報
発
信
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

16
日
に
は
全
社
協
職
員
、
災
害
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、
県
外
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
職
員
の
計
４
名
と
県
社
協
職
員
１
名

が
、
大
館
市
、
鹿
角
市
を
訪
問
し
、
被

災
世
帯
の
状
況
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
を
視
察
。
床
上

浸
水
被
害
を
受
け
た
住
民
へ
の
支
援
に

関
す
る
助
言
や
、
今
後
の
対
応
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
緊
急
性
の
高
い
土
砂
出
し
な

ど
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
、

大
館
市
・
鹿
角
市
両
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
閉
所
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

９
月
２
日
、秋
田
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
も
閉
所
し
ま
し
た
。

た
方
々
へ
物
資
の
提
供
の
ほ
か
、
日
赤

奉
仕
団
や
仙
北
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
、
民
生
委
員
に
よ
る
傾
聴
活
動

や
炊
き
出
し
な
ど
他
団
体
と
協
力
し
な

が
ら
支
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

16
日
以
降
、
行
政
と
仙
北
市
社
協
、

被
災
者
代
表
の
３
者
で
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
、
土
石
流
が
発
生
し
た
地
域

は
、
二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
行

わ
ず
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
優
先
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
社
協
で
は
、
通
常
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
被
災
者

ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
な
ど
の
支
援
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

８
月
９
日
未
明
か
ら
の
大
雨
に
よ

り
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
社
協
に
、

要
援
護
者
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

安
否
確
認
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
局
所
的
大
雨
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
県
北
地
区
の
社
協
、
仙
北
市
社
協

に
電
話
で
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

翌
10
日
、
大
館
市
社
協
で
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
と
同
時

に
、
県
社
協
に
秋
田
県
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

　

ま
た
、
現
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
県
社
協
職
員
２
名
が
大
館
市
社
協

を
訪
問
し
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

沼
館
地
区
と
花
岡
地
区
の
状
況
確
認
と

全壊
大 館 市
鹿 角 市
仙 北 市

住家被害（棟）
半壊 床上浸水 床下浸水

0
0
5

13
3
1

152
23
3

285
171
2

市 町 村

大 館 市
鹿 角 市

40（回）
13（回）

167（人）
56（人）

13（人）
28（人）

市 町 村 Ｖ派遣数 Ｖ活動者
延べ人数

社協職員で作業
した延べ人数

≪秋田県災害対策本部が発表した被害状況≫

≪Ｖ（ボランティア）派遣数等≫

※大館市、鹿角市ともにすべてのニーズに対応しました

大館市の中学生による活動

秋
田
県
社
協
の
対
応

秋
田
県
社
協
の
対
応

秋
田
県
社
協
の
対
応
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　福祉人材センター※では、福祉の仕事に関するホームページ『福祉のお仕事』を開設しています。
　『福祉のお仕事』は全都道府県の福祉人材センターで共有するシステムですので、ご登録いただ
いた求人情報は全国に発信されます。また、秋田県福祉保健人材・研修センターに登録している求
職者には、定期的に郵送により情報提供されます。これまで、県内602カ所（９月末現在）の事業所
よりご登録いただき、昨年度は年間1,645件の新規求人をお預かりしております。人材をお探しの
福祉施設・事業所の方は是非ご利用ください。

　社会福祉法に基づき都道府県知事
の指定を受けて都道府県社会福祉協
議会に設置されており、職業安定法
により厚生労働省の認可を得て無料
職業紹介を行っています。
　本県では「秋田県福祉保健人材・研
修センター」として運営しています。

http://www.fukushi-work.jp

秋田県福祉保健人材・研修センターからのご案内

福祉のお仕事

※「福祉人材センター」とは？

～人材をお探しの福祉施設・事業所の方へ～
『福祉のお仕事』に求人情報を登録してみませんか！
～人材をお探しの福祉施設・事業所の方へ～
『福祉のお仕事』に求人情報を登録してみませんか！

事業所用ページはこちらから
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「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ゆ
ざ
わ
」
は
、

昭
和
23
年
に
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保

護
授
産
場
「
湯
沢
工
芸
授
産
場
」
と
し

て
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
地
に
は
、
平

成
22
年
１
月
に
移
転
し
、
名
称
も

「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ゆ
ざ
わ
」
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
40
名
の
利
用
者

が
、
洗
濯
科
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）、
加
工

科
・
工
芸
科
（
ポ
リ
パ
ッ
ク
加
工
、
他
各

種
受
託
加
工
）、
店
舗
科
（
軽
食
販
売
）

に
分
か
れ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
の
「
販
売
や
接
客
を
し

て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
き
っ
か
け
で

オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
前
の
店
舗
『
Ｌ
ｏ

ｃ
ｏ
（
ロ
コ
）
』
で
は
、
店
舗
科
の
利

用
者
と
職
員
が
手
作
り
の
ワ
ッ
フ
ル
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
等
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
ら
れ
る

ワ
ッ
フ
ル
は
、
一
日
に
60
〜
70
個
程
度

店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

ワ
ッ
フ
ル
は
「
小
さ
な
子
ど
も
で
も

買
え
る
値
段
」

に
こ
だ
わ
り
、

１
個
80
円
〜
１

０
０
円
と
低
価

格
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
最

近
は
、
児
童
館

の
お
や
つ
や
地

域
の
集
ま
り
の

お
茶
う
け
と
し

て
注
文
が
入
る

こ
と
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ゆ
ざ

わ
」
の
新
し
い
目
玉
商
品
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、
平
成
23
年
度
に
製

作
・
販
売
を
開
始
し
た
〝
門
松
〞
で

す
。
工
芸
科
の
利
用
者
２
名
と
職
員

が
、
10
月
中
旬
か
ら
年
内
い
っ
ぱ
い
製

作
作
業
を
行
い
、
１
個
２
千
円
で
販
売

さ
れ
ま
す
。
高
さ
70
㎝
・
幅
30
㎝
の
門

松
は
、
丁
寧
な
作
業
で
作
ら
れ
て
い
る

た
め
評
判
が
よ
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

数
い
ま
す
。

　

『
Ｌ
ｏ
ｃ
ｏ
（
ロ
コ
）
』
に
は
「
地

元
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
地
域
に
根

差
し
た
店
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
を
込
め
て
、

丁
寧
な
作
業
を
行
う
「
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
ゆ
ざ
わ
」
は
、
地
域
の
方
々
か
ら

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Loco外観

「レジ打ちは少し難しいけれど、とても楽し
いです。ワッフルの一番人気はプレーンです」
と話してくれた店舗科の利用者さん。

　今年も始まる門松づくり（写真は昨年製作の門松）

シリーズシリーズ

湯沢市前森三丁目３－４
TEL 0183-73-2644
FAX 0183-55-8388

商品に関するお問い合わせ

　営業時間　10：00～17：30
定 休 日　土曜・日曜・祝日

社会福祉法人　湯沢民生協会
ワ ー ク セ ン タ ー ゆ ざ わ

Loco（ロコ）

シリーズ こ だ わ り の品
　本会会員である障害者就労施設等の製品や販売活動を取材し、シリーズで
ご紹介します。
　今回は、手作りの“ワッフル”や、商売繁盛・家内安全を願って“門松”を
製作・販売している湯沢市の「ワークセンターゆざわ」です
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【
平
成
25
年
７
月
〜
９
月
末
日
現
在
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様

４
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
菱
友
会　

様　

１
０
０
，
０
０
０
円

・
木
村　

繁　

様　

５
０
０
，
０
０
０
円

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
バ
イ
ル
・

 

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン・フ
ァ
ン
ド　

様

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
支
社　

様

５
０
０
，
０
０
０
円

◎
指
定
金
銭
預
託
◎

・
そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部　

様

１
８
，
６
７
０
円

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　

７
，
５
６
９
円

・
匿
名　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社　

様

童
話
作
品
集
３
０
０
部

　
　
秋
田
県
保
育
協
議
会
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
春
光
懇
話
会　

様　３
２
，
８
０
０
円

・
損
保
ジ
ャ
パ
ン
秋
田
支
店　

様

　

Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
秋
田
支
部　

様

　

Ｊ‐

Ｓ
Ａ
秋
田
支
部　

様
３
７
，
８
１
４
円

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

　
　
　

３
９
，
１
３
０
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

様

５
，
４
５
３
円

・
匿
名　
　
　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
な
ど

社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一

般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す

る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

広
大
な
山
並
み
と
流
れ
清
ら
か
な
皆
瀬
川

に
囲
ま
れ
た
当
園
は
、
平
成
13
年
に
合
併
新

設
さ
れ
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
県

下
で
も
珍
し
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
広
い
園

舎
と
園
庭
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
毎
日
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

　

当
園
で
は
、
広
い
施
設
を
存
分
に
活
か
し

た
サ
ッ
カ
ー
教
室
（
秋
田
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

指
導
）
に
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
夏
に

は
、
園
庭
の
一
角
に
設
け
て
い
る
大
き
な

プ
ー
ル
で
、
お
隣
の
地
区
の
保
育
園
児
も
一

緒
に
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
プ
ー
ル
横
の
畑
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も
・

か
ぼ
ち
ゃ
・
ピ
ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
な
ど
を
子
ど

も
達
と
栽
培
し
、
収
穫
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
特
に
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
合

い
の
機
会
を
増
や
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、消

防
署
見
学
、一
人
ひ
と
り
が
ポ
ス
ト
に
手
紙
を

投
函
し
な
が
ら
の
郵
便
局
見
学
、介
護
施
設
へ

の
訪
問
、敬
老
会
へ
の
参
加
な
ど
の
ほ
か
、
中

学
生
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
持
参
に
よ
る
訪
問

で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
様
々
な
経
験
や

ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
地
域
の
良
さ
を
子
ど
も

達
に
伝
え
な
が
ら
、将
来
、ふ
る
さ
と
を
大
切

に
思
う
心
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
園
内
に
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
中
、
親
子
で
存
分
に
ふ

れ
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
月
１
回
の

「
ふ
れ
あ
い
＆
誕
生
会
」
で
は
保
育
園
児
と

一
緒
に
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
す
。
い
つ
で

も
気
軽
に
子
育
て
の
相
談
も
で
き
る
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
利

用
可
能
で
す
の
で
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。◇　

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

当
園
の
保
育
目
標
に
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
〝
あ

い
さ
つ
の
で
き
る
子
〞
を
掲
げ
て
い
ま
す
。保

育
士
自
ら
率
先
し
て
あ
い
さ
つ
を
心
掛
け
、
子

ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が
元
気
に
あ
い
さ
つ
で

き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
最
大
の
環
境
は
保
育

士
自
身
で
あ
る
こ
と
を
全
職
員
が
心
に
と
め

な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
保
育

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

秋
田
県
生
命
保
険
協
会
様
（
白
石
多
加
夫
会

長
）
か
ら
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

次
の
団
体
・
施
設
に
軽
自
動
車
及
び
福
祉
募
金

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
福
祉
巡
回
車
両
〉

　

・
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
小
坂
町
社
会
福
祉
協
議
会

〈
ふ
れ
あ
い
福
祉
募
金
〉

　

・
か
づ
の
活
動
セ
ン
タ
ー
出
発
の
家

　

・
共
生
セ
ン
タ
ー
と
っ
と
工
房

　

・
ご
ろ
り
ん
は
う
す

　

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
お
み
た
け

　

・
ひ
だ
ま
り

●
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
企
画
部

　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
│
５

　

℡
０
１
８
│
８
６
４
│
２
７
１
１

表
紙
の
写
真

広い園舎と園庭のあおぞら保育園

秋田県ヤクルト連合会様か
らの寄附金贈呈式

NPO法人モバイル・コミュニケー
ション・ファンド様、NTTドコモ東
北支社様からの寄附金贈呈式

皆
様
の
善
意

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

職
場
紹
介リ

レ
ー
№２

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、本
会
会
員
施
設・

市
町
村
社
協
等
の
広
報
担
当
者
に
よ
る
職

場
紹
介
を
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

（
福
）い
な
か
わ
福
祉
会　
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　

園
長　

日
野 
光
子

「
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
大
好
き
！

  

大
き
く
は
ば
た
け
あ
お
ぞ
ら
っ
こ
」
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
県
民
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、今
年
で
67
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
共
同
募
金

は
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
お

住
ま
い
の
地
域
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
る

ほ
か
、
県
内
の
福
祉
団
体
の
活
動
や
、
火
災

や
風
水
害
に
あ
わ
れ
た
世
帯
へ
の
見
舞
金
な

ど
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
の
資
金
と
し
て
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
８
月
に
発
生
し
た

「
秋
田
県
大
雨
災
害
」
で
は
、
大
館
市
及
び

鹿
角
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
も
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、
「
自
分
の
町
を
良
く

す
る
し
く
み
」
と
し
て
、
地
域
の
福
祉
課
題

の
解
決
の
た
め
行
わ
れ
る
活

動
を
支
援
す
る
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
助
成
計
画
に
伴

う
目
標
額
を
達
成
し
本
県
の

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
関
係
機
関
と
緊
密
な
連

携
を
と
り
な
が
ら
運
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
一
層
の
地
域

福
祉
の
充
実
が
図
れ
ま
す
よ

う
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

域
の
福
祉
課
題

　秋田県共同募金会では、思い立った時に募金できる機会を県民の皆様により多く持って
いただくため、「赤い羽根いつでもどこでもキャンペーン」として、募金箱や寄附金付き自
動販売機を設置していただける方を募集しています。
　設置は地域に密着した社会貢献活動として、県内の多くの企業・法人様に導入いただい
ております。設置にご興味を持った方は、秋田県共同募金会（018-864-2821）へお問い
合わせください。

運動期間　平成25年10月1日㈫～12月31日㈫

今年度秋田県目標額

208,565,000円
今年度運動キャッチコピー

「ささえあう　心のかけはし　赤い羽根」
（秋田市　三浦 恵子さん）

今年度秋田県版ポスター
　「一人ひとりが地域を支えるサポーター」
という思いのもと、県内で活躍するスポー
ツ団体及び秋田ノーザンハピネッツ様から
田口成浩選手、富樫勇樹選手、スポーツボ
ランティア 秋田ＳＶ－ハピネッツの皆様
にご協力いただきました。

「赤い羽根いつでもどこでもキャンペーン」を展開しています


